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is'"1? これか らの旭川 医大
学長 山 田 守 英
わが旭川医科大学は昭和48年9月 に設置 されて以来、
学年進行 によ り建築 と諸機構 が逐次拡充整備 され、教育 、
研究、附属病院にお ける診療の3っ の体制 も整い、本年
3月 には第1期 生が衆 目を浴びっっ社会へ進 出 した。続
いて4月 には大学院医学研究科 が設置 され、学生 はそれ
ぞれの研究に着手す る前提 として基本的 な学習をは じめ
ている。 ここにおいて本学の建設 も一応完了 し、いわば
本学も未熟ながら元服 し人並 の医科大学 となったわけで
ある。
本学 は創設当初か ら建設構想 として、単科 医科大学 と
いう特色 を生 か し、総合大学で は困難 とされている一般
教育課程 と専門教育課程 を有機的に連 けいす る体系 をと
り、6年 間一貫教育を目標 として きた。すなわちカリキ
三ラム編成において、一般教育科目に基礎教育科 目とし
て実験心理学、医療社会学、医学概論 などを設 け、基礎
医学の一部を第2学 年 から開講 し、専門教育科 目の中 に
生物学特論と して医用電子、生物物理化学、放射線生物
学、発生遺伝学 を組 み入れ、更 に進 んでは、分化 した専
門分野の相互関係を総合する目的で医科学特論、主要 疾
患総 合講義 などを設定 した。 ここに到 るまでには幾度 か
試行錯誤が繰 り返 されて きたが、今後 も時 の推移 と共に
改革 され るべ きであろ う。
医大の機構の中の1体 制で あ る附属 病 院 も本 年11月
には開院3周 年 を迎 えようと しているが、本学では病人
中心 を第…義 として地域 医療の実践 に直接参画 し、同時
に学生の臨床実習の場 として、重要 な役割 を果た してい
る。学生 の臨床実習 には、関連教育病院 も併せて綿密 な
カリキュラムが編成 され、小 グループによるマ ン ツウ
マンの指導 がなされ効果 を挙げつっ あり、更 に本年か ら
附属病院 は多数の卒 業生を擁 し、卒後の医師の臨床研修
の場 としても欠 くべ からざるものとなっている。また将
来は広 く医師の生涯教育の場 とならなければならない。
以rの 大学 における医学教育 と医療の実践は、大学人
の職分 として社会に対する重要な義務であって、関係教
官 は優れた医学教育者であり、優 れた医師で なければな
らない。本学は優 れた教官陣 を擁 し、大学建設の途上の
極 めて不備 な環境の もとで、それをよく克服 して教育 と
診療 に尽痒 し多大の成果を挙げつつ あることは、自他共
に認め るところであって、教官各位の誠意 と努力に敬意
を表す るものである。
医科大学の本来の使 命は、医学の対 象で ある人 間の生
命にかかわる諸現 象の知的探究 と学問の創造的研究 にあ
ることは申す までもない。大学における研究は、大学 人
個人の自由発想によって創造 されるもので あって、他か
ら何の制約 もうけるもので もなく、勿論義務 もない。た
だ医科大学 にd」'ける専門研究は、必ず医学の範疇 にその
基盤 がおかれているとい う前提で なければならない。研
究 に自由性 があるだけに、その成果は客観的に厳 しく評
価 され、大学人と しての資格が問 われることも当然で あ
る。
本学は今 まで建設の途 上にあって、特 に当初は研究室
も器機設備等 も極めて不備であったのみならず、研究者
各 自が建設のために全力を傾 注 しなければならなかった
ので、独自の研究 を遂行す ることは極 めて困難であった
ことは否め ない事実である。ただ このよ うな不利な条件
の もとでも、あらゆる機会 をとらえて研究 を続 け、優秀
な成果を挙げていた ことも事実で あって、 これには衷心
より敬意 を表 したい。
本学 では夙に建設の基本方針 として中央研究組織 に力
点 を置 き、相互協 力のもとに共同利用のための各種研究
器機設備 を逐次拡充 し、研究遂行 に便 な環境づ くりに努
力してきたが、今後 は、 これ らが充分に駆使活用されて、
ユニークな優秀 な研究 が成 し遂げ られることを期待 して
止 まない。
医学研究は畢尭 どの専門においても方法論 は生物科学
を基盤 としているので、研究 の上か らは、基礎医学 とか
臨床医学の区分は なく、各専門相互の緊密 な連けいによ
り、更 には学際的接点 において新 しいユニークな研究が
展開 されるべ きではなかろ うか。
現代医学研究は各専門分野 において国際水準でなされ




しか し若い溌測 とした大学で ある。勿論歴 史は浅 く誇 る
べ き伝統 もない。 しか し過去の建学時代に既 に根 をおろ
し培 われて きた固有の大学精神は教育 ・研究 ・診療の中
に生 きている筈である。われわれ大学人はこの精神 を育
て、本学 を将来誇 り高 き伝統 をもつ特色ある大学 に成長
発展 させなければな らないと思 うものである。




ス エ ー デ ン 人
天 羽 一一 夫
1968年4月 、 スエ ー デ ンは ウ メオ 大学 医 学部 放 射線 科
の 外来 で 乳癌 照射 後 の患 者 。「先 生 診察 料 は幾 らで す か」
「40クロ ー ネで す よ」「傷 が痛 いの で す が何 か薬 を頂 け ま
せ ん か」「よ ろ しい。 で は これ を毎 日塗 って くだ さ い。60
クロー ネです」 患 者 は100ク ロ ー ネ支払 い、医 師 は領収
書 を渡 す 。次 々 と患 者 が来 るた び に忽 ち医 師 の 白衣 の ポ
ケ ッ トは クロー ネ札 で ふ くれあ が る。傍 らで みて いた小
生 「ドク ター これで はBMWの 新 車が も うす ぐ買 えるね、
と ころで税 金 は」「20%だ よ」 ま さにスエ ー デ ン医 師 の ベ
ルエ ポ ッ クだ った。
1978年12月 、 同 じ診察 室 で 。「先 生 有難 う。とこ ろで こ
の 書類 にサ イ ン をお願 い します よ」「何 だね 」「リクセ ル か
らタク シー で来 た ので サ イ ンが要 るので す 」「い くら保 険
で タク シー が無料 で も、 た った100kmだ か ら列車 で 来 な
さいよ」「で も列 車 は数 も少 い し、腰 も痛 い しね」「仕 様 が
な いね。 リクセ ル に も病 院 はあ る んだ か ら、 今度 か ら は
そ こへ 行 きな さい よ」「で もあそ この先 生 は専 門 で ない か
らね」 か くて患 者 は タ ク シー代 をせ しめ 、診察 料 は病 院
に20ク ロー ネ支 払 うだ け とな り、医 師 の現 金収 入 は零 。
「ドク ター収 入 が落 ちた ね」「そ うだ よ、 そ れ に月給 の70
%は 税 金 に と られ る し。 別荘 の改 造 の夢 も終 り さ」 か く
て高度 福 祉 社 会の 影 は知識 階級 、労 働者 の区 別 な く忍 び
寄 りあ る意味 で は共産 主 義国 よ りも っ と共 産 的平 等 な社
会 が作 られま した 。職 業 や 年令 に よ る収 入 差 がな くな り、
王様 も医 者 も学生 もマ ー ケ ッ トの バ ー ゲ ンセ ー ル に集 る
こ とに な ります 。 た しか に王様 や医 者 は そ の地位 と知 識
に尊敬 が払 わ れ収 入 も 多い ので す が、 尊敬 と生 活意 識 は
別 だ と して収 入の70%以 上の税 金 を取 るの も国民 一般 の
常 識的 な諒 解事 項 です 。 しか し必要 にせ ま 昏れ て の超 過
勤務 に90%の 税 金 が か か ると さす がの ス エ ーデ ン人 も考
え込 ん で仕 事 を しな くなっ て、木 材 、硝 子 、鉄 鉱 、自動車 な
どの生産 は低下 して生 活 は苦 しくな ります が、 それで は
と奥様 も働 きに出掛 け、 衣 食住 の 費用 を切 りつ め て頑 張
り、 と きた まの 憂 さ晴 ら しに 自家 製の ビー ル と ア クア ビ
ッ トをひ っか け るの が楽 しみ なの も、 ま こと に正 直で 清
潔 な国 で あ ります 。
ウ メオ大 学 の守備 範 囲 は北 緯62度 か ら北 の スエ ー デ ン
とノル ウェ ー、対 岸 のフ ィ ン ラン ドの ワサ地 区 を合 わせ
た200万 人 が対 象 とな って い ます 。開 業 や往 診 制 度 が許
可 され て い ないの で医 師 も患者 も殆 ど全部 が大 学 病 院 に
集 ります。 ほ んの 少 し条 件 の良 い県 に1-2つ あ る地 区
病 院 は人気 があ って就 職 の 競争 率 は高 い そ うで す.大 学
附属病 院 は一般 病 床 が1,500と 他 に産 科 、感 染 科 、精 神
科 の300床 が 夫 々独 立病 棟 と して建 て られ 、す ぐに迷 子
に な る長 い地 下 道 で連 絡 され 、通 路 の 両側 に は無 駄 な く
居 住 区 、倉 庫 、プール な どが とら れて い ます 。わが放 射 線
科 は腫 瘍 だ けの約120の 病 室 を持 って い ます。 個 室 と2、
4、6人 部 屋 で す が定 員通 りに患者 の 居 るこ とは少 な く、
大 抵 は2-3人 宛多 くつ め こ まれ て い ます。 ク リスマス、
復 活 祭 、夏 休 み に は1っ の病棟 は完 全 に閉鎖 す る し、 入
院期 間 も平 均1週 間 と短 いの で何 と か苦情 も な く済 んで
い る様 で す。放 射 線 科 の医 師 数 は約30名 で半 数 宛診 断 と
治療 に別 け られ て い ます 。 また各 々 が更 に外来 、 病棟 、
研 究 の3班 に別 け られて3か 月毎 に交 代 して い ます。 だ
か ら外 来 や病棟 で毎 日働 く医 師 の数 は少 な く、120床 の
患者 を4-5人 の医 師 で切 り回 して い るの です が、矢 張
り看 護 婦 に相 当 負担 が かか ります 。 しか しそれを事 務 員 、
給 食 、掃 除、 雑 役 、付 添 い 、 トラ ンス ポー ター(ベ ッ ド
運 搬 人 兼庭 師)な どの 多 数 が カバ ー して なか な か合理 的
に運 営 されて い ま した。
私 が居 たの は木造 三 階 の アパ ー トで 台 所 、食 堂 は共 同
です 。 金髪 の 美 人 と一 緒 な ので 、零 下30度 の な か を震 え
なが ら町 まで スエ ー デ ン語 を習 い に通 った結 果 は まあ ま
あで した が女 性 の生 活 も垣 間見 る こ とがで きま した。 私
のす ぐ前 の部 屋 の26才 にな る女 性 は夜 勤 専 門 の看護 婦 で、
1カ 月 に土 、日曜 の8回 とあ と2回 は病 院 にっ とめ、昼 間
は大 学 の経 済 学 部 に通 って い る お嬢 さんで した。 同居 し
て い る妹 さん は ノル ウ ェー に近 い小 さな村 の 高校 を終 え、
病院 で タイ ピ ス トと して 働 く傍 ら、夜 間の看 護 学校 に通
って い ます。 看 護婦 に なっ た あ とは も う1度 医学 部 で勉
強 して女 医 さん にな る積 も り との こ とで す 。 ス ムー ズ に
ゆけ ば33才 で 杢 業 だ と笑 って い ま した が、 一 歩ず っ確 実
に歩 む根性 と、 それ を受 け入 れ て可能 な ら しめ る社 会 が
完成 して い るこ とは福 祉 政策 の反 面 で もあ り ます。 人 口
僅 か3万 人 と小 さい ウ メオ の町 で 日本 人 がた っ た1入 で
居 ます と、 マ ー ケ ッ ト、銀行 、警 察 な ど日本 で は縁 の薄
かっ た所 に も愉 快 な知 り合 い が 出来 ます。 マ ー ケ ッ トで
は衣類 や食料 品 が2割 も安 くな り、 寒 い と こ ろでの 暖 い
人情 は嬉 しい もの で す。 日曜 日に寝 坊 して い ます とス キ
ー に行 こ う とか、 ドライ ブ して飯 で も食べ よ うと誘 って
くれ ます 。 少 々 お節 介 な と ころ も あ り ます が、 おだ て る
と海苔 で も、 す るめ で も食 べ る気 の 良 い連 中 で した。
(放 射 線 医 学 講座 教 授)
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第1回 卒 業 式 挙 行
3月24日 仕}午前10時30分 か ら本 学体 育館 に お いて 第1
回 章業 証 書授 与 式 が挙 行 された 。 父兄 ・来賓 及 び 教職 員
約200名 が見 守 る中 、学 長 か ら卒業 生78名1人1人 に 卒
業証 書 が手 渡 され 、次 い で学 長 か ら、 第1期 生 の フ ロ ン
テ ィア精 神 を讃 え今後 の研 鐙 ・精 進 を望 み 、将 来 、辺 地
医 療水 準 向 一rに直 接 に寄 与 す るで あろ うこ と を期 待 す る
旨 の告 辞 が述 べ られ た。
なお昭 和54年5月16日 付 けで発 表 され た 第67回 医師 国
家試 験 の 合格 率 は78%で あ り、 本学 卒 業 生 は、73名 が 合
格 し、 合格 率 は93.6%で あ った 。 これ は 全国 の 国 立大 学
で1位 、公 私立 大 学 を含 め て3位 の 成績 で あっ た。
卒業生の動向は次のとおり。
卒業生の動向一覧
氏 名 現 住 所








































旭 川 市神 居 町台 場321-153大 学 院
F葉 市亥鼻3-5-10}ポ 亥鼻301T葉 大 大学 院
旭 川市 緑 が丘5-1-2-28内 科学第一二講座
旭 川 市緑 がT.4-477R-948内 科学第二講座
釧 路 市富 士 見町1-5-19rl∫ 立釧 路 総 合
市 ㌔h病院 ア パー ト 病 院 外科
茨城県真壁郡 協和町小栗5616-1自 治医大 ・般外科
旭 川 市豊 岡2条3丁 目 大 学 院
神戸市兵庫:区氷室町1-124-1r蘂 荘 ネ申戸大 大 学 院
旭 川 市9条 西3r目 檀⊥ 方 皮 膚科 学 講座
旭川 市6条16r目 ひさご荘8号 皮 膚科 学 講座
旭川市6条16r目 マンションズ幸102号 大 学 院
旭川 市神 楽 岡6条7J'目 内科学第 三講座
旭 川 市東 光5条5j'目 宮 内Ji精 神 医学 講 座
旭川fi岡11の5広 美マンション 泌尿 器科学講座
旭川市東光2の2和 光マンション 産婦 人科学講座
旭川市南8条221'目 美園マンション 脳神経外科学講座
静 岡県 浜 松 市助信 町319浜 松医大精神医学講座
旭川 市 豊岡2条3丁 目 産婦 人科学講座
弘前 市新 寺 町201-134弘 前 大産 婦 人
鏡 ケ池 荘2号 科 学 講座
旭 川市7条 西3丁 目 外科学第 二講座
秋田 市 手形 田中9-16秋 田 大 外科 学
あ かっ き荘1;;第 講 座
札 幌 市北 区 北18西4北 海 道 大
北18条 ハ イツ708号 内科学第一講座
旭 川 市東 光5条5丁 目宮 内 方 耳鼻咽喉科学講座
弘 前市 新 寺町39弘 前 大 内科 学 第 「講 座
旭 川 市東 光11条21'月 内科r'講 座
旭川市旭神町1ドーミトリ医学荘B-5号 脳神経外科学講座
東京 都港 区虎 ノ門2の2の2
虎の門病院 レジデン トクォーター 虎の「1『病院外科












































牧 野 憲 一
旭 川 市旭 町1の9旭 町 コー ポ 外科学第一二講座
旭川市神 楽5の13大 沢 卜 一郎 方 外科学第 講 座
青森 県北 津 軽郡 板柳 町 大町 弘前大内科学第三講座
熊 本 市健 軍 町 山の 神3392-13熊 本大小児科学講座
旭川市神楽7-11-481-5佐 藤亮介方 眼 科 学 講 座
旭 川市永 山町8条2r目 北山方 麻 酔 学 講 座
札 幌 市西 区8軒9条 東3丁 目
3-9
旭川市神居2の3ホ ームパック2F7号
旭 川 市 東 光2の2竹 谷アパー ト
旭 川 市2条20j目 薮 方
北海道大
内科学第=
眼 科 学 講 座
内科学第一講 座
大 学 院
東京都文京区本郷5-5淡 路 方 東京大皮膚科学講座
東京 都 中野 区野 方1-32-15i;i.大 循環暑駆i科
旭川市神楽1の1栄 雄 マンション 小 児科 学講 座
旭 川市4条21丁 目 誓 願寺 方 内科 」.第一講 座
旭 川市 神 楽 岡3条4丁 目 内科 学第一講 座
旭 川市8条18r[三 嶋AP精 神 医学 講 座
札幌 市北23西3タ ー一ミナ ル 北 海道 大循環
ノ・イツ710器 「人〕1…斗'二曽講舛≦
旭川 市 南8条23丁 目 北 海道 大小 児科 学 講座
旭川 市神 楽6条8r目
松 前郡 松 前 町
旭 川 市神 楽 岡6の5グ リー
ン ヒ ル医 学荘313号 室
旭 川 市1条111'目 湊 芳治 方
旭川 市4条23丁 目坂 田アパー ト





産 婦 人科 学講座
大 学 院
名古 屋 市 天 白区八r'i聞 山158名 醒 第」 赤病院
旭川市5条22丁 目 沖本 アパー ト整形外科学講座
旭 川 市緑 が丘5-4-4-34大 学 院
旭川市旭神町1ド ーミトリ医学荘B-3
不L巾晃〒†f豊平IX玉ド岸3-5-4
-22平 岸 グ ラ ン ドビル603b;
埼.玉県草 加市 松 江町271-3
千葉 県船橋 市印 内2-7-1
旭川 市 緑 がr4-1-1-17





旭川 市東光5の1斉 藤 マンション3
札 幌 市 南区澄 川4-7-420
藤 栄荘3T;




2田 中 ア ハー ト






















松尾 忍 旭川 市東光1条1丁 目 皮膚科学講座
松 本光博 旭川市神楽6条14丁 目 田岡方 皮膚科学講座
八代 均 青森県弘前市大森字勝山210弘 前大内科学第三継
安江悠子 兵庫県明石市天文町2-2-37神 戸大麻酔科学講座
山F泉 旭川市神楽7条9J'ト{整 形外科学講座
横山康弘 旭川市神楽7条13丁 目 麻 酔 学 講 座
渡辺 旭川市神楽岡12の3小 出方 皮膚科学講座
※連絡先欄 の病院名 ・大学 名の ないものは本学である.
※ 卒業生の動向は学友会の資料提供 による。
第5回 医 大 祭
今 年で 第5[Iriを 迎 えた医 大祭 は6月14日 体)か ら17円 旧〉
まで開 催 され た。
「新 た な る模 索 一確 か な伝 統 を築 くため に一」をテーマ
に開催 され た この医 大 祭 は、学 生 の エ ネルギ ー を発 揮 す
る場 で あ り、市民 と学生 との 交流 を深 め る場 で あ る と共
に学 術 文化 活 動 を発展 きせ る場 と して位 置 づ け られ、 事
前の 講 演会 に も力が 注 がれ た。16・17日 の 一般 公開 口 に
は約4,800名 のllf民 が詰 め か け、 医学 展 で 学 生 の説 明 に
聞 き入 り、 また模擬 店 で くっ ろ ぐ姿 が 見 られ た。
(学 生 課)
第5回 医大祭総括にかえて
大学 祭 実行 委 員会
6月 中旬 に催 され た第5回 医 大祭 は、 爽 や か な好天 に
恵 まれ 延べ4,800余 人の 市民 参 加 を得 て 成功 の うち に幕
を閉 じ ま した,,
<rは 、 開学 以 来初 の 卒 業生 を送 り出 す と とも に120
名の 新 入生 を迎 え入 れ た こ とも あっ て 、「道北 医 療 の 要」
「開 かれた 大学 」 と して 道北 の 人々 の期待 を担 う本 学 に
とって は新 た な転機 を迎 えた 年で もあ りま した。 この 第
2の 胎 動期 と も言 うべ き局 面 を迎 え医 大 祭 実行 委 員 会 で
は 、医 大祭 に対 し刻阿 に取 り組 むべ きか を再 三 に渡 り検
討 し、48年 度 開学以 来培 わ れ て きた本 学 の伝 統 を よ り…
層発 展 ・充 実 し確 固 た る もの とす るた め に、「新 た な る模
索 一確 か な伝 統 を築 くため に 一」 とい うス ロー ガ ン を掲
げ ま した,,ま た、医 大祭 は本 学 伝統 の 一翼 を担 うと同時
に 、共 に学 ぶ 全学 生 の要 求 が反 映 され た もの で な くて は
な らない との 見解 か ら、次 の3点 を第5回 医 大 祭 方針 と
しま した,、
1.学 術 ・文化 活 動 を発展 させ る。1.学 生 のエ ネル
ギ ー を発揮 す る場 とす る。1.市 民 と学 生 との交 流 を
深 め る。 更 に、各 学 年 ・ク ラス及 び サ ー ク ル を援 助 し実
行 委員 会の 強 化 を計 ると と もに 、 自 ら企画 立 案 しそれ ら
を成 功 させ る こと を実行 委 員 会活 動方 針 と し ま した。
医 大祭の 中 心 は医学 展 で あ る こ とは 自明 の ことですが、
1年 か ら5年 の 参加 を得、 医療 社 会学 ・基礎 医学 ・臨 床
医学 と幅広 い分野 にわ た り総 数9っ の 医学 展 を催す こ と
が で きた の は、1つ の 大 き な成 果 で あ っ た と 言え ます 。
この医 学展 の 中 で、 特 に1年 有志 の アに よ る 「健 康 保 険
制度 」 の研 究 発 表 は、懇 切 ∫'寧な説 明 とその 真 摯 な情 熱
が感 じ られ る もの で あ り、市民 か ら感 想 の手 紙 が寄 せ ら
れ るな ど 、今 回の 医 大祭 に大 きな役割 を果 た しました。
また 、医 療 研 ・サ ッカ ー部 の両 クラブ もそ れ ぞれ の持 徴
を生 か し、医学 展 を通 して その 和 を深 め た こ とは 非常 に
意 義深 い もので あ った と考 え ます 。
一一方
、 祭 典 と しての 企 画 に関 して は 、 全学 の 意 見 を吸
収 す る ため に事 前 に ア ンケ ー トを と りま した 。その 結 果 、
ク ラブ関係 者、 その他 の学 生 の 積極 的 な協 力 を得 、成 功
の うち に終 え る こ とがで きま した 。 プ レ学 祭 の ジ ャ ズ研
コ ン+一 トを初 め と し、 種 々の 企画 が組 まれ た わ けで す
が 、学 内 ス ポー ツ大 会 は学 内 の 交流 を よ り一・層深 め、.仁
一 ルナ イ ト学 祭 シネマ ラソ ン も今後 多 くの 課題 を残 した
としても新 しい試み として特 筆 すべ き点 であった と考えます,、
こ れ ら学 祭 当 日の企 画 を含め 、 第5回 医 大祭 が学 生 会
活 動 の 一一環 と して 果 た した 成果 をま とめ る と1.自L
的 に学 び 、 その結 実 を市民 に示 す形 で 全学 年 が医 学 展 に
参加 し、 その 和 を強 め た こ と。1.ク ラブ ・サ ー クル
の 口常活 動 の 発表 の場 とな り、 そ の集 団II勺和 が強 め られ
た こ と。1。 企画 に協 力 ・参 加 された教 官 ・事 務官 と
の 交 流 が深 め られ た こ ど。 以kの4点 が あげ られ 、 こ
の 成 果 は学 生 の 要求 に応 え た結 果で あ ると思 い ます,,
しか し、 医k祭 が5年 間 の 歴 史 を通 じて旭 川市 民 のnu
に定着 し、学 生 会 活 動 を不 動 の もの と して きた と して も、
い まだ 多 くの課 題 が残 されて い ます 。 その 今 後 の課 題 と
',;;隅 慧 母
饗努窮鞭響 黙
は、1.マ ンネ リ化 しが ち な傾 向 を防 ぐこ と。1,全
学 生 の結 集 を促 し輪 を広 め る こ と。1.ク ラブ ・サ ー
クル との 協 力関係 を更 に強 め るた め に、 クラ ブ委 員 会 に
干責季亟的 にf動きか け る こ と。1.幸 丸行委 員 会 ・代言義員 会
の 掌 生会 と しての 取 り組 み を強化 す る こ と。1.6年
の 参 加 を保 障 す る こ と。1.卒 業 生(研 修 医)の 参加
を促 す こ と。1.教 官 の積 極的 な参 加 ・協 力 を促 …a一
る こ と。 な どが 主 な点 と して あ げ られ ます。
これ らの 課題 を解 決 し、今 後更 に 大 き く活 発 な行 事 と
して い くため に は、 学生 ば か りで な く、教 官 をも 含 め医
大祭 を医 療 ・医学 教 育 にっ いて 考 え る機 会 と して捉 え、
多 くの 大学 入 が積 極 的 に参 加 し、質 的 ・量 的 に拡 大 ・発
展 きせ るべ きで しょ う。 そ して 市民 の 方々の 期待 に応 え
る こ とに よ り、相 乗 効果 を も って医 大 祭の 新 た な進 展 が
得 られ る もの で あ る と確 信 します。 今 回の 医 大祭 は 、新
た な模索 を試 み る1っ の踏 台 を担 った ので はな い か と思
い ます。(第5回 大 学祭 実 行委 員 会 委 員)
〒
,
医学展 を振 り返 って
塚 本 光 俊
僕は今年 を含め2度 医学展の責任者 になったことにな
る。4年 の時は 「は しか ・三日ばしか」 を、今回5年 で
は 「産科」 をテーマに取 り上げた。4年 生ではまだ基礎
医学 が終 わったばかりなので、主 に細菌学教室 、公衆衛
生学教室の協力を得て、基礎医学の知識で なん とかで き
るもの を選 んだのだった。 ところが今回5年 生では臨床
医学も大分進んだので直接 「産科」 をテーマ に上げた。
産婦人科学教室には並み並みな らぬ協 力を していただ い
た。
去年 「は しか ・三 日ば しか」で三 日ば しか(風 疹)に
よる先天異常 を取 り上げたので、今年は更 に健 康 な子 供
を生むために必要な知識 として 「産科」 を扱 うような形
になった。展示は模造紙 に書いたもの を中心 に し、スラ
イ ド、 ドップラー胎児心音計、 ラットの発生標本 など実
際に医療の場で使われているもの、一般の人が日常あま
り見 ることのない顕微鏡 などをのぞいて もらった。説 明
はなるべ く平易な言葉 に心掛 け、専門用語は避 けるよ う





















や 表 を中心 と し、親 しみ を もたせ るた め にカ ラフ ル な イ
ラス トを配 し、 あ とは説 明 で補 うとい うこ とが役 に立 っ
た。 説 明 が終 わ った後 で ア ンケー トに記 入 を して も らい
来年 の参 考 に した。
今 、僕 が何 故2年 も医 学展 の 責任 者 を したの か と自 問
して み る と、答 え ら しき ものは こ うで あ った、 僕達 学 生
の未 熟 な知識 で は確 か に医学 知識 を一 般 の 人 に啓 蒙 す る
な ど思 い上 が りも甚だ しい。 で も各 学 年 の 力 に応 じて、
また は各 学 年間 で協 力 し合 い1つ のテ ー マ を勉 強 し、必
要 な ら各教 室 の助 け を借 り、 誤 っ た知識 だ けは 話 さな い
よ うに検討 し、 当 口市民 の 方 と説 明 を通 して直接 触 れ合
う場 を設 け る、我 々が医 師 にな る前 に この よ うな機 会 を
通 して市 民 の 方 と話 し合 う、 こ うい う経 験 が大事 なの で
は あ る まい か と。 医 学展 は こ う考 えて く る と、勉 強 した
学生 だ け の 自己満 足 に終 わっ て しまって は な らず 、 市民
をあ る程 度 は意 識 した テー マづ く りや準 備 が必 要 で あ る
とい えよ う。
(第5学 年医 学 展責 任 者)
6
躰研 剛'究 鶏室1∫ 紹 介 ・
■ 衛生学講座 ■ 寺 山 和 幸
当教室が発足 したのは昭和50年4月 、小生が赴任 した
のはその1年 後であった。当時 は実験器具 などほとん ど
そろってお らず、工事現場か ら大 きな竹の子のあ き缶 を
拾って きて水浴の代 用にし、板壁のかけ らをコンロ台 と
して実験 したことなど、今では懐 かしい思 い出である。
年々器具や設備 も充実 し、研究体制 もほぼ確 立 したこの
ごろで あるが、振 り返 れば不自由だ った当時の方が現在
の何倍 もの情熱で研究に打 ちこんでいたよ うな気がする。
今、この筆を とりなが ら、初心に返れ と自分 自身に言 い
聞かせてい る。
当教室の研究 テーマは① 室内空気の環境基準 に関する
研究②環境汚染物 質 ・食品添加物の毒性 に関す る研究 の
2っ に大別 される。
① は北海道教育大学の中田秀彦博士 らとの共同研究で
行 われている。室 内空気中の細菌の基準は今 日までKoch
の5分 間落下菌法で30個 以下 とい う基準値 があるに過 ぎ
ず、一定容積の空気中 に何個以下という定量的 な基準値
を確 立することが望 ましい。現在我 々はあ らかじめほぼ
無菌状態 に したモデル実験室で、種 々の理化学条件下 に
おいて数名の被験者 を在室 させた ときの空 中細菌、落 下
菌、床面付着菌の変動 を調べ、基準値へのapproachを 試
みている。
② は実験材料 として粘菌を使用 しているのがunipueな
点で ある。近年はバクテリ,アの変異株 を用いて発癌性 が
論 じられているように、バ クテリア、ゾウリムシ、テ ト
ラヒメナ、ウニ卵 などの下等な生物 の細胞 を用 いて、種
々の薬物の毒性 を評価 しようとす る試みが、い くっ かの
研究室で行 われてい る。粘菌は他の実験材料 に比 し、大
量培養 が容易なこと、運動の観察 が容易なこと、細胞 膜
の電位変化 が測定で きることなどの利点 をもって おり、
すでに水銀 、カ ドミウム、鉛 などの重金属や有機 リン系
の殺虫剤の急性毒性 の発現様式 がラッ トやマウスなどの
高等動物 におけるものといくっかの類似性のあることが
わかった。 これを更 に発展 させて、重金属、農薬 、食用
色素などの亜急性毒性 、慢性毒性 を粘 菌を用いて調べ る
試みを行 っている。
当教室の スタッフは河原林教授 、本間助教授(北 大 ・
衛生 と兼任)、種市助手、澤 山事務官 それと小生の5人 で
ある。最近当教室 は学生の出入 りが多く、我 々の研究 に
興味 を持 たれっつ あるのかなと喜んでいたが、理由 はど
うや ら年頃の娘が2人 いるため らしい。 しかし理 由の如






ア ンケ ー ト提 出率 昭和54年5月12日 現在
学 年 i 2 3 4 5 6 計 大学院
在籍学生数 124(81 108(161108〔12〕
1
101(3) 951S 92110 628!571 11101
アンケート提出数 12418/ 101(151 811718611174(6 53(8; 519(4勾1馴0〕
提 出 率 囲 100 93.5 75.0 85.1 77.8 57.6 82.6 45.5
()は 女子内数
1.通 学 方 法の ま とめ
昭X154年5月12日 現 在
学年ノ
ノ法 1 2 3 4 5 6 計 大学院




自 転.車 26 49 14 19 6 i 115(21.8) 1(20)




任意加人 1 z 5 i 9(1.7)




任意加人 3 is 24 zs 22 24 113(21.4) 4(80)
非 加 入 1 1 2(0.4)
自動車相乗 3 2 10 15 11 10 51(9.7)
計 127 101 81 90 75 54 528(100) 5(100)
昭和54年9月8日 現 在
自動櫨 者1・1・ ・い6r3814816・1・ ・9・333'〔%》1・ (%)81.8)




居 住 ♪1犬～兄 1 z 3 4 5 6 小計 計 合計 大学院
自 宅 18 11 11 5 3 7 55 55
藍%}
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一13 ,000 1 1 z 2 2 8
40
zo,000 1 z 2 7 9 1 22
25,000 z 2 2 6
25,001一 3 1 4
一18畳
一13
,000 1 1 1 3
41
‐zo
,000 1 1 z 10 6 5 25
一25 ,000 1 1 2 1 5
25,001一 2 4 1 1 8
18畳 ～
一13
,000 1 1 2
2s
‐20 ,000 1 3 4
一25
,000 3 3
25,001一 1 1 z 1 7 5 17
.
道営 ・市営住 宅 1 z 3 6 6
6
(1.1)
合 計 124 101 81 86 74 53 519(100) 5
注1通 学方 法の計 につ いては 、重複記 入の ため アンケー ト提
出数 と 致 しない。
20は1食 付1名 、◎ は1食 付2名 、● は1食 付4名 を含
む。












入 学 式 挙 行
昭 和54年 度 入学 式 は 、4月13口 金1午前10時 か ら本 学体
育館 にお いて 挙行 され た。 父 兄 、教職 員 約200名 が見 守
る中 、緊張 した 面持 ちの119名 の新 入生 は、 学長 か ら「6
年 間で は 医学 の基 本 を学 ぶ にす ぎない が 、将 来 自信 あ る
医 人 と な るため に は大学 卒業後 も 更 に研 修 を続 け経 験 を
積 み重 ね 自 ら も研 究 して行 かな け ればな らない。」 旨の 励
ま しを受 け目的達 成 へ の決 意 を新 た に して いた 。
(学 生 課)
新入生合同グループ研修
4/」211il1二}・22[」旧μ)2E1問 にわた り層雲 峡 温 泉 ホ テ
ル層雲 に おいて 学 生119名 、 教職 員25名 が 参加 し、昭 和
54年 度 新 入生 合 同 グ ルー プ研 修 が行 われ た。4月 とは 言
え まだ肌 寒 く、流 星の 滝 ・銀 河 の滝 も凍結 して いた が 、
参加 者 は隣 人紹 介 、懇 親 会 、 レ ク リ⊥一 シ ョンを 通 じて
親 睦 を深 め て いた 。
e'≧ 生 言果)
大 学 院 設 置
本学大学院(医 学研究科 ・博十課程)は 、昭利54年4
月1口 に関係法令の改正を経て設置 された。入学者選抜
の学 力検査 は4月16日 本学で行 われ、同 月19日合格者6
名を発表、28日 に入学者6名(5月29日 に5名 を加 え現
在11名)を もって授業 が開始 された。組織構成 は、学 際
的領域の研究 を推進す るために研究方法論 と学問体 系 を
反映 して下図の とお り4専 攻13部 門 となっている。
(学 生 課)
「一 官… 塔 騰lI
情 動 科 学 部 門
IF 神 経 科 学 部 門
医学研究科一「生f欄 灘 専攻一‡ 騰 囎 欝 　{
L化 学物 質作用学部門
ト・体防聯 縛 攻一畷 讐 攣 翻 「r'JI'9
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「に おい 」雑 感.
保 坂 明 郎
長 年眼 科 医 をや って い るせ い か、 そ れ とも本 来 そ うな
の か自分 には わ か らな いが 、「にお い」(かお りと い う言 葉
に ぴ った りの こ とは残 念 なが ら稀 で あ る)に は至 って 敏
感 で ある。 大 きい講堂 な どで は大 分緩 和 され る が、数 十
人程 度 の教 室 に入 る時 には 諸 々雑 多な臭 気 で時 に は気 分
が悪 くな る こ とが ある。 小学 生 は講演 の 経験 しかないが、
ほ こ り く さい だ けの よ うで あ る 。無 給 時 代 の ア ルバ イ ト
を含め ると中学 生 、 高校 生 、看 護 学生 、大 学生 とす べ て
経 験 して い るが 、生物 学 的 な に おい は女 子 高校 生 あた り
が も っ とも強 く、 それ以 一」二で は化粧 品 と ミッ クス され る
の でぼ や けて しま う。男 子 で は こ うい うピー ク は な く、
汗 と脂一 っ ま り不潔 さの 程 度 に比例 して い る ら しく思 わ
れ る。 講堂 に 並ち こめ た紫煙 は論 外 で あ る。
患者 さんで は 予診 と りの た め に明室 で 向 か い あ った だ
けで特 有 の 臭気 が診断 の 助 け に な るこ と があ る。 も ち ろ
ん そ れは眼 の病 気 で は な いので 診 断学 実 習 の楽 しみ と し
て 答 は出 さないで}Jく 。 われ わ れ眼科 医 が もっ と も にお
い を感 ず るの は暗 室 で直 像鏡 検 査 を行 う場 合で あ る。 講
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義 の時 に何時 も強 調 す る よ う に右 眼 は 右眼 で 、 左眼 は 左
眼 で検 査す る とい うの は 本来 失 礼 な接 触事 故 を起 こ さ な
いた め の配 慮 で あ るが 、 多少 は 当方 の 防衛 的 意味 も 含 ま
れて い る わ けで あ る。部 位 か ら言 え ば、腋 窮 か ら頭 部 ま
で の 範囲 に発 す る にお いで あ ろ うが 、鼻膣 ・口 腔 か らの
もの が 主体 と思 わ れ る。各 論 は差 し触 りが あ るので 止 め
に して 、 今、 疑 問 に思 って い る こと を2つ 挙 げて お く、
乳離 れ した頃 のf供 と70才 以Fの 老 人 とが 多少 酸性 の 似
か よ った に お いの あ る こ と、妙 令 の女/に 、時 た ま腐 敗
臭 の あ るこ と、 で あ る。
にお い に限 らな い が感覚 と い うもの は或 る程 度 は相 対
的 で あ り慣 れの現 象 が あ る。 幸 い な こ と に 日本 人 は割 に
体 臭の 少 い種 族 で あ る と思 うが、他 民 族 か らみ る と反 対
なの か も知 れ ない。 こ うい うこ とは 余程親 し くなけ れ ば
言 って くれ な いか ら、外 国 人 の意 見 を聞 い て みた い と思
っ て い る。黒 人 は わ れ われ か らす る と、自 人 とは違 っ た
か な り強 烈 な にお い が あ るが 、2-3箇 月 もす る と慣 れ
て しま って 、 ゴー ゴー な ど とい う踊 りは、 あの赤道 直 下
の 熱気 と、彼 等 の む ん むん す る体 臭 な しには ど うもび ん
と来 な いか ら不 思 議 で あ る。
敬遠 され る と困 るの で断 って お くが 、診 療 の時 に い ち
い ちに おい を気 に して い る わ けで は ない。 た だ医 師 とい
うもの は、頭 にっ め こん だ知 識 や経 験 は も ち ろん 、鋭 敏
に研 ぎす ま した感 覚 まで もす べ て動 員 して患 者 の診 察 に
当 るべ きもの だ と い うこ と を言 い た いので あ る。 と こ ろ
で 筆 者 を含 め て患 者 を診 る側 は ど うなの か一 そ うで す 。
二 日酔 で あ った り、 徹 マ ンで ぼ うっ と して い た りで は臭
気 は も ちろん 、 どだ い臨床 実 習 な ど問 題 外 なの で あ る。
(眼 科 学 講座 教授)
